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1. 現在裏地 とし ては， キュプ ラ，交 織，絹 等が 使用

され てい るが，縫い 糸としては，一般に 羽二重 糸50番を

使用 してい る。こ の組合 わせが妥当か どうか検討 するた

めに，糸の種類，針 目の大 きさをかえて縫い目の強度並

びに破断状態から裏地に適 した糸の種類，針目の大 きさ

を求め縫製上の目安 とする。

2.    （1)実験材料　 ①キュプ ラ，化織交 織，絹 の織物10

種類, ①カ タン糸80 番,   120番， ナイロン糸60番，80番，

テトロ ン糸60番,  80番，羽二重糸50番， ③ミシン針9番，

ｎ 番，(2)実雑方法　5cmx25cm の試料 たて， よこ各々

40枚ずつ裁断し，中表にたて二つ折りにして，縫い代 １

cm. 針目は1cm 当 たり3 ～7 針，糸は上記の糸で組合

わせて縫い， テンシロンに よって破断強度，破断状態を

観察 した。なお同一試料について ５枚 ずつの平均値を求

めた。

3.    （1),交織織物を除い て，よこ地はたて地に比較し

て強度 が小 さいので，たて地の場合 より針目を大き くす

る必要がある。②羽二重糸50番は，絹織物，絹交織織物

を除いては，糸の強度が布の強度 より大であるために織

糸ずれ，布切断をおこ す。圓ナ イロン糸60番及びテ トロ

ン糸60番は糸の強度が裏地 の強度 より大である。(4)裏地

の縫糸 としては，カ タン糸，ナ イロ ン糸，テ トロ ン糸い

ずれの場合もほぼ80番，針目の大 きさは4 ～6 針が妥当

である。(5)キュプ ラ織物の縫い糸の材質 としては，カ タ

ン糸，テ トロ ン糸， ナイロ ン糸の順序が適 する ようであ

る。


